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福
島
空
港
の
搭
乗
利
用
者
及
び

胤
辺
施
設
の
利
用
促
進
を
目
的
に

で
つ
つ
く
し
ま
空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
福
島
空
港
公
園
を
中
心

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
の
雨
も
上
が
り
絶

好
の
イ
ベ
ン
ト
日
和
で
親
子
連
れ

な
ど
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た

D

空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら
始

ま
り
、
車
田
村
長
の
祝
辞
や
キ
ピ

タ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
に
よ
る
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
後
に
イ
ベ
ン
ト
が
開

始
さ
れ
、
来
年
開
催
さ
れ
る
未
来

も
う
空
港
公
園
は
お
祭
り
会
場

出
も
一
役

約
却
の
テ
ン
ト
で
は
、
未
来
持

の
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
や
玉
川
村
の

特
産
品
な
ど
の
販
売
が
あ
り
、
隣

で
は
金
魚
す
く
い
が
行
わ
れ
、
子

供
た
ち
に
も
人
気
を
集
め
て
い
ま

し
た
。ま

た
、
福
島
空
港
国
際
ロ
ビ
ー

で
は
、
バ
ザ
1
商
品
が
数
多
く
並

べ
ら
れ
、
多
く
集
ま
っ
た
家
族
連

れ
な
ど
は
品
物
を
手
に
し
品
定
め

を
し
な
が
ら
市
価
よ
り
安
い
商
品

を
買
っ
て
い
ま
し
た
。

博
会
場
を
折
り
返
す
視
察
パ
ス
ツ

ア
ー
や
韓
国
民
族
舞
踊
「
サ
ム
ル

ノ
リ
」
や
中
国
上
海
雑
技
団
の
華

麗
な
演
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ち
び
っ
子
に
人
気
者
の

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
や
っ
て
来
て
子

供
た
ち
と
遊
ん
だ
り
握
手
を
し
た

り
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
歓
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。

未
来
湾
入
場
券
が

車
田
村
長
等
に

引
き
渡
さ
れ
る

う
つ
く
し
ま
未
来
博
の
前
売
入

場
券
が
5
月

1
5
か
ら
販
売
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
広
く
県
民
に
周
知

し
、
販
売
の
促
進
に
資
す
る
た
め

に
、
空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
合

わ
せ
、
、
つ
つ
く
し
ま
未
来
博
協
会

県
中
支
部
長
(
県
中
振
興
局
長
)
室

井
勝
さ
ん
か
ら
車
田
村
長
や
相

楽
須
賀
川
市
長
に
「
未
来
博
入
場

券
」
が
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

視
察
パ
ス
ツ
ア

i
で

未
来
博
会
場
ヘ

ノ
ゾ
い
て
見
っ
ぺ
ツ
ア
ー
で
は
、

空
港
公
閥
会
場
か
ら
今
建
設
中
の

未
来
博
会
場
を
折
り
返
す
パ
ス
ツ

ア
l
の
企
画
が
あ
り
親
子
連
れ
な

ど
に
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

中
国
・
韓
国
と
の
友
好
を
深

め
、
利
用
の
促
進
の
た
め
に
、
特

別
ゲ
ス
ト
と
し
て
1
9
9
9
年

ミ
ス
コ
リ
ヤ
の
ハ
ン
・
ナ
ナ
さ
ん

や
中
国
か
ら
は
、
ミ
ス

M
じ
(
中

国
東
方
航
空
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
)

の
王
玲
さ
ん
と
丁
頚
さ
ん
の

二
人
が
、
中
国
・
韓
国
P
R
コ
ー

ナ
ー
で
、
笑
顔
で
対
応
し
て
い
ま

し
た
。会ト濯場協号~-1(篠田潤吾さん

空港公園にて

ふくしま FM公開生放送を実施

人気パーソナリティの篠田潤予さんをイベント会場

に招いて公開生放送が行われ、未来1専のPRや会場の

様与を県内に発信されました。
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:区競役員事決定
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歯 272戸|

|副区長 | 
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川辺区

広報たまかわ

告

青井沢上組

青井沢下組です。、顔グ私たちが区の

歯 44戸|

|副区長 | 
関根吉日

[婦人会支部長 i 
関根秋子

i晋年団長 j 

飯田正彦

[老人クラブ会長|

塩田景次郎

固|;四迂新田区 ρ平
成
臼
年
度
の
行
政
区
長

と
各
種
団
体
の
代
表
の
方
々

が
決
ま
り
ま
し
た
。

区
長
会
は
、

4
月
什
臼

(
火
)
に
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
車
田
村
長
か
ら

新
什
名
に
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
区
長
会

長
に
大
野
勝
雄
さ
ん
(
南
須

釜
)
、
副
会
長
に
矢
部
義
一

さ
ん
(
川
辺
)
、
公
民
館
運

営
審
議
会
委
員
に
小
針
切
さ

ん
(
中
)
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
吃
年
度
の
泉
婦
人
会

長
に
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
熊
由
久
実
一
ず
さ
ん
(
川
辺
)
、

須
釜
婦
人
会
長
に
は
、
関
根

秋
ウ
す
さ
ん
(
四
辻
新
田
)
が
新

た
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

に
は
、
小
林
隆
次
さ
ん
(
竜

崎
)
が
努
め
ま
す
。

今
後
、

1
年
間
み
な
さ
ん

の
代
表
と
し
て
、
行
政
と
住

民
、
団
体
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
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|膏年団長 | 
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関根卯一

消助分団長
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回

消防分団長
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長
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一
有
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也
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歯戸
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4
月
5
日
(
水
)
に
村
役
場
村
長

室
で
玉
川
村
消
防
団
の
辞
令
交
付

式
が
行
わ
れ
、
新
団
長
の
関
根
秀

勝
さ
ん
に
車
田
村
長
か
ら
辞
令
書

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

団
長
の
任
期
は
4
年
と
な
っ
て

お
り
前
団
長
の
佐
久
間
安
直
さ
ん

は
退
団
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
すん

さ勝
眼
秀

ゅの山
田
根

村川
関

三

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
玉
川
村
消

防
団
の
名
を
汚
す
こ
と
な
く
、
よ

り

一
層
の
消
防
活
動
に
精
進
い
た

し
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

『
玉
川
村
ふ
る
さ
と
物
産
展
』

は
、
玉
川
村
ふ
る
さ
と
物
産
振
興

委
員
会
(
車
田
幸
司
会
長
)
の
主

催
で
5
月
4
日
に
乙
字
ヶ
滝
公
園

内
で
関
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
物
産

展
は
、
玉
川
村
の
特
産
品
の

P
R

と
村
観
光
の
拠
点
で
あ
る
乙
字
ケ

(
小
高
)

お
世
話
に
な
り
ま
し
たん

さ直
長畑

安

山
角
田
辺

村
知

到
佐

一剛

団
員
は
じ
め
村
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
て
無
事
団
長
を

勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
予
防
消
防
に
協
力
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

長
い
問
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

山
火
事
注
意

防
止
パ
レ
ー
ド
を

実
施

春
に
な
る
と
山
林
や
田
畑
で
の

作
業
が
本
格
化
し
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
山
林
火
災
が
多
く
な
る
た
め
、

村
と
関
係
機
関
で
山
火
事
防
止
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

平成12年5月広報たまかわ

玉
川
村
保
健
協
力
員
会
議
は
、

去
る
4
月
mm
日
に
開
催
さ
れ
、
お

名
が
保
健
協
力
員
に
委
嘱
さ
れ
、

会
長
に
塩
津
英
子
さ
ん
(
南
須
釜
)
、

副
会
長
に
大
竹
美
恵
子
さ
ん
(
川

辺
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
c

そ
の
後
、
総
合
検
診
や
歩
け
あ

る
け
健
康
家
族
大
会
等
に
つ
い
て

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
4
月
幻
日
に
は
、
農
業

改
良
推
進
員
初
名
に
須
賀
川
地
域

玉川村ふるさと

物産振興委員会

会
場
で
は
、
特
産
品
の
五
平
の

酒
や
さ
る
な
し
ワ
イ
ン
・
さ
る
な

し
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が
展
示
・
販
売

さ
れ
た
ほ
か
模
擬
庖
も
出
展
し
、

焼
き
そ
ば
、
焼
き
と
り
な
ど
の
軽

食
も
販
売
さ
れ
た
。

中
で
も
恒
例
と
な
っ
た
、
あ
ぶ

く
ま
高
原
昔
そ
ば
の
会
の
手
打
ち

そ
ば
も
好
評
で
、
食
べ
た
方
は

「物
産
展
で
毎
年
食
べ
て
い
ま
す

が
、
い
つ
食
べ
て
も
手
打
ち
の
そ

ば
は
お
い
し
い
で
す
c
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

そば打ちをするあぶくま高原芭そばの会のメンバー

に

状

交

付

長
一に
塩
津
さ
ん
(
南
須
釜
)

長
に
小
林
さ
ん
(
竜
崎
)

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
、
小

松
喜
代
松
さ
ん
か
ら
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
、
会
長
に
小
林
晴

一
さ
ん

(
立
尼
崎
)
、
副
会
長
に
国
井
テ
ル
さ

ん
(
小
高
)
と
、
曲
山
峰
男
さ
ん

(
蒜
生
)
の

2
名
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
農
業
改
良
推
進
員
は
各
行
政

区
か
ら
選
出
さ
れ
、
村
長
が
県
に

推
薦
し
、
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

6 

産
業
廃
棄
物

不
法
投
棄
監
視
員
と
し
て

曲
山
さ
ん
に
委
嘱

4
月
比
日
、
村
長
室
に
お
い
て
、

曲
山
敬
三
郎
さ
ん
(
蒜
生
)
が
産
業

廃
棄
物
不
法
投
棄
監
視
員
に
県
か

3

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

曲
山
さ
ん
は
、
平
成
8
年
度
か

ら
産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
監
視
員

に
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、
今
期
で
3

期
日
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
同
日
村
か
ら
も
不
法
投

棄
監
視
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

コザミ〆b義と
昨年秋に、蘇れこぶしの呈植樹祭

で植えられたとぶしの幹に白いを咲

かせました。まだ花{ま数える{まどで

すが、将来幹いっぱし1に詑を咲力、せ

ることでしょう。

小
林
茂
夫
さ
ん
の
リ
ン
ゴ
畑

で
は
、
花
を
咲
か
せ
た
リ
ン
ゴ

の
木
で
、
花
粉
の
交
配
作
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
の
リ
ン

ゴ
の
開
花
は
、
春
先
の
低
温
の

影
響
で
平
年
よ
り
遅
く
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

「
花
が
咲
き
出
す
と
農
家
の

忙
し
さ
も
本
番
で
、
こ
れ
か
ら
仕

事
に
追
わ
れ
る
毎
日
が
続
き
ま

す
」
と
小
林
さ
ん
は
話
し
て
い

ま
し
た
。

作
業
始
ま
る

7 
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歩けあるけ健康家族大会

身体ものもすっ

足取り軽く

と

平成12年5月広報たまかわ

玉
川
ふ
る
さ
と
物
産
振
興
委
員
会

(
車
田
幸
司
会
長
)
は
、
東
京
・
深
刑

赤
札
堂
に
て

4
月
ロ

B
1
同
日
ま

で
、
玉
川
村
の
特
産
品
を
紹
介
・
販

交通安全を願い昨年に
続き横断旗を寄付
本村南須釜出身で新聞販売会社社長の宗形浩さん(郡山

市)は、秋の空港健康マラソンや、校内マラソン時の交通

安全を願って、村教喬委員会に横&f旗印O本を寄贈されま

した。寄贈された横断旗は、マラツン等の時に使用される

ことでしょう。

村
健
康
福
祉
課
主
催
の
歩
け
あ

る
け
健
康
家
族
大
会
は
、

4
月

m

日
(
土
)
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
1
3
0
名
は
、
午
前
日

時
に
グ
ル
ー
プ
に
な
り
村
役
場
前

を
出
発
し
、
す
ぱ
l
く
玉
川
を
折

り
返
す
コ

l
ス
を
歩
き
ま
し
た
c

こ
の
コ

l
ス
は
、
ル
ン
ル
ン
な

か
よ
し
コ

i
ス
で
、
途
中
輪
投
げ

を
し
た
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

や
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
参
加
者
は

楽
し
く
歩
い
て
い
ま
し
た
。

午
後
は
、
村
氏
体
育
館
に
お
い

て
、
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
が
、
自

分
た
ち
で
考
え
た
す
劇
を
披
露
し

た
り
、
四
辻
分
校
児
童
に
よ
る
一

輪
車
演
技
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
参
加
者
が
実
際
に
一
輪
車
を

乗
り
楽
し
い
日
を
過
ご
し
ま
し

た。

売
し
ま
し
た
。

会
場
に
訪
れ
た
方
々
は
、

都
会
で
ふ
る
さ
と
の
味
が
味

わ
え
る
と
特
産
品
を
た
く
さ

ん
手
に
し
好
評
で
し
た
。
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しま未来博支援チャリテイコンペ

コンペ寄金を村に寄付

須
賀
川
市
の
一
福
島
空
港
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
佐
藤
智
之
支
配
人
が
村
役
場
を
訪
れ
て

同
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
た
第
2
回
、
つ
つ
く
し
ま

未
来
博
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
ペ
の
寄
金

1
万
5

千
円
を
村
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

ミスコリアと中国東方航空スチュワ…テ、スが

空港フェスティバル前に
玉川村を表敬訪問
ミスコリヤのハン・ナナさんや中冨東方航空スチュワーデ

スの王さんと了さんの3人が玉川村役場を訪れました。

ハンさんらは、招待のお礼述べる一方[ぜひ福島空港を利

用して韓国、中冨においでくださいjと誘害PR者行いました。

震 8
星名
lli 1 
警団

言鰹
工 1，-
売文
芸化
量表
ぞき守 電畠~

雪野
名

授
与

村
体
育
指
導
員
会

開
催

玉
川
村
体
育
指
導
委
員
会
(
車
問

覚
蔵
会
長
)
は
、
マ

l
ヴ
ェ
ラ
ス
末

広
に
て
、
平
成
日
年
度
の
事
業
報
告
、

平
成
ロ
年
度
の
事
業
計
画
や
県
民
ス

ポ
ー
ツ
玉
川
大
会
、
今
年
で
2
回
目

の
福
島
空
港
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
等

の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

玉
川
村
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

(
渡
辺
政
一
会
長
)
で
は
、
文
化
の
向

上
進
展
に
功
績
が
認
め
ら
れ
た
方
々

に
文
化
表
彰
が
会
長
か
ら
贈
ら
れ
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

V
文
句
功
労
賞

(
個
人
)

(
故
)
車
田
光
雄
・
関
根
冨
世
・
小
針

欣
子
・
佐
藤
ハ
ル
イ
・
佐
藤
計

(
団
体
)

玉
川
村
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
会

V
文
佑
優
秀
賞

(
個
人
)

草
野
昭
吉
・
矢
部

操
・
小
林
正
与
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法務局からのお知らせ

会社や法人の代表者等の印鑑証明書の交付申請の

方法が、本年5再308から変更になり、申請書と

ともに印鑑力一ドを提出することによって、印鑑証

明書を受領でさることになります。

この取扱いに変霊した後は、代理人によって請求

する場合であっても、印鑑力…ドを提出すれば、 g~
述、委任状をj誤作するl必要が主主く己主ります。

揺語法務高須費川出張所

(岱0248-76-3921) 

第34田村民登山会@80 
大自然に親しみ、明るく豊かな11)を青み、健全な体力づくり

と参加者相互の親睦を図ることを邑的に村民登山を行います。

圃期日平成12:ef7月22日""'7月23日まで

同劇場所群馬県・歪仏山

画対象玉川村民で18蔵以上の身体鑓全なもの

詳しくは、後日チラシ等でお知らせ致します。

お問い合わせは、公民館(岱57-4632)

審の行政相談所開設のお知らせ

申告納税制度を支えるために

税務署で母、申告納税制度の塁本である「正しい

申告と納税jのために、広報、相談、指導、調査を

通じて、正しい税知識の普及や税負担の公平確保に

努めますが、あくまでも申告納税制度の主役は納税

者の皆さんです。

そこで、税務署では、税理士会、日本税務協会、

需色申告会、法人会、関税会等との連携を図りなが

ら、申告納税制農が円滑に機能し、さらに発展して

いくよう努めています。

総務庁では、[蕃の行政相談遣問J;を5月22日""'5月28日の一週

間設定し、全国一斉に各種行事が実施されます。

村でも、下記により 11日行政相談所jを開設しますので、村民の

皆さんが行政機関(国・県・村)や特殊法人(公庫・公団・JR.NTT.日

本たばご等)の仕事やサーゼスに関して困っていること、要望、意

見などがありましたら、お気軽にご梧談されますようお知らせいた

します。

記

平成12年5月22日(月)

午前9:00""'11:30 役場北庁舎f会議室j

午後 1:30""'4:00 須釜公民館f講義室j

国民年金は、国が責任を持って

運営する社会保障制度

真野目喜正(高須釜)

岱 (57)3001
相談委員2 

富民年金{立、高齢や不慮の事故なと、によって、私

たちの生活が損なわれないよう、前もって、保険料

を出し合い、お互いに支い色う制度です。

ですから、 B本に住んでいる20歳から60歳まで

の、すべての人が加入することに怠っており、保険

料を納めることが法律で義務づけられております。

(たとえばこんなとき)

保険料を納めるのが困難なときは、保険料免強制

度をご利用ください。制慶について、詳しいことは、

役場住民課臣民年金需にお尋ねください。

保険料の免賂を4月から受けたい15は、 5月中に

申請をして下さい。

郵政省からのお知らせ

6月18--10日までは「電波利用保護笥間jです。

目に見えなくても、不法電波は

私たちの暮らしゃ社会の述皇室です

電波はみん主主の財産です。「不法無線胃jを

なくし、正しく電波を使いましょう。

電波の混信・妨害についてのお問い合せは

ャ980-8795 仙台市青葉区本ffiJ3-2-23
郵政省東北電気通信監理愚監視課

n022-221-0641 

さ
る
な
し
俳
句
会
四
月
詠
草

設
り
綻
び

春
の
雪

し
す
む
里
の

カ
ッ
ト
し
て

髪
軽
や
か
に

名
ぱ
か
リ
に

春
や
す
す
ま
ぬ

族
を
持
つ

子
ら
三
三
ピ

す
ず
ら
ん
の

花
咲
き
偲
ぶ

春
う
ら
ら

雲
の
脚

風
光
る

祖
父
の
苗

J

春
リ
梓
な
ひ

パ
ス
行
け
り

沈
丁
の

すくすくクラブ・..........・・・・・・惇

午前10時00分~

24日(水)機能訓練・・

午前10時00分~

26日(金)山鳩会・

午前10時00分~

司司直団の健康とよみ
.5月

22日(金)

由
華

真美

1手6均月児健診.......• 

午後1時00分~

9"'10力問児健診・・・・・・・・・・・・・・建
午後1時30分~
機能訓練・・・・・・...........・・・・・・・毎

年前10時00分~

すくすくクラブ

午前10時00分~

.6月

2日(金)

-保

7日(水)

9日(金)

言己支ロ美本支逼:須釜公民館

受付時間

:保纏センター

公立:公立岩瀬病院

.中の小針章洋さんから

.竜崎の上野正治さんから

.竜崎の小林近芳さんから

.竜崎の岡部勇ーさんから

.高須釜の圏谷六部きんから

村のようす
(12年5用1日現在)

3寺日

「お誕盈おめでとうございます|
(4同居出分)

指

南

也

志

和

田

一

進

茂

関

修

竜

順

浩

智

出生!弓誌名と
i桑田隼斗

只野彩華

熊谷妃甫

永瀬瑞歩

草野琴昔

小林明日震

瀬谷彩

地区

蒜生

小高

中

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

厚く御礼申し上げますo -~寸 (村社会橿祉協議会)
長じ

・北須釜の瀬谷鱒勝さんから

・北須釜の榊枝正昭さんから

・JI!辺の矢吹一次さんから

・南須釜の縫昌弘さんから

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

落
田
の
光
キ
ぴ
ら
に
わ

。
岩法寺

竜崎

南須釜

1，814戸 (+4)

7，608人(-1 ) 

薬
師
如
来
蓮
の
台
座
に
産
し
ま
す
の
柔

且

回

目

弘

幸

広

れ
ど
犬
影
を
季
7
ご
ど
家
路
を
急
ぐ

和
な
顔
に
春
自
は
ま
ぐ

寒
波
来
て
湯
タ
ン
ボ
床
に
入
れ
眠
る
迅
く
み
は
母
の
様
の
よ
う

久
々
の
会
淳
路
の
旅
御
薬
圏
内
字
形
な
す
池
廻
り
ゆ
く

3，756人(+5)

3，852人(-6)

阿
武
摂
川
に
早
く
も
白
鳥
の
降
リ
立
ち
て
人
を
唾
ぶ
が
の
声
澄
み
て
お
り

式
父
母
に
気
兼
ね
し
午
ら
育

T
L
子
病
京
の
父
を
よ
く
看
護
し
て

(4月届出分)

年齢出帝王名

64 早苗

87 ヨシ

61 章男

80 トメ子

83 勇

88 近芳

84 河野優

67 六郎

86 昌弘
78 輝勝

92 正昭

死亡者氏名

鈴木武

矢吹シゲ

小針洋子
上野孝蔵

岡部勇之助

小林ナカ

鈴木藤四郎

属谷ナツ

縫詔農

瀬谷フヂイ

榊枝サヂ

地区

川辺

中

竜 111奇

南須釜

北須釜

今
月
の
納
税

国

定

資

産

税

軽

自

動

車

税

国
民
年
金
保
険
料

第

1
期

〈
五
期

5

月

【
納
期
限
は

5
月
お
日
(
木
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
}

村

公

民

館

-:!:-
o 

栄

田

祐

、、
-Eaz--

J
 

主圭

里

針

真

弓

lま

ん

溝

井

は
な
よ

曲

山

き
く
み

1
 

1
 

、，，r

埼

美
智
子
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明年金は、世代、世代の助け合い庁

玉川村就業改善センターロビー5月 10臼~31 日絵画クラブ水彩罷1 1 



私
の
ふ
る
さ
と

発行/福島県石川郡玉川村大字小高宇中11援9 玉川村役場岱(0247)57 -3101編集/総務課印刷/(有)円谷印制(毎月 15日発行)

シリーズ

今日の食卓⑮

今月のお題は

「春いっぱいの
t(卓を昧わいましょうj

i
新
潟
県
岩
船
郡
荒
川
町
!

小
林
由
佳
さ
ん
(
竜
崎
)

私
の
住
ん
で
い
た
荒
川
町

は
、
新
潟
県
北
部
に
位
置
し
総

面
積
は
お
・
九
凶
の
小
さ
な
町

で
す
。町

は
、

J
R
羽
越
本
線
か
ら

米
坂
線
へ
の
分
岐
点
に
あ
た
る

坂
町
駅
を
中
心
に
発
達
し
た
町

で
あ
り
、
西
部
に
は
、
平
坦
な

田
闘
が
広
が
り
、
東
部
は
、
丘

陵
地
帯
と
な
り
町
で

最
高
峰
の
高
梓
山
か

ら
日
本
海
を
眺
め
れ

ば
、
佐
渡
ヶ
島
や
粟

島
が
一
で
き
る
所

年中ありとあらゆる野菜があふれ、食卓の季節感が薄れて

きています。

醤野菜は、香りが強く、2未も狙特な物が多いのですが、それ

が持ち味であり、よりf醤jを感じさせてくれるものです。

菜の花、せり、力、/S，、たらの穿、うどなどの旬の短い吾野菜を

昧わいましょう。

『うどのかき卵汁J
1人分エネルギー罷33Kcal

15g 

材料(4人分)一

-うど 80g ・卵 1個 ・かつおぶし

・水 3 1/2力ツブ (700cc)

・塩小さじ 2/3 ・しょうゆ小さじ2

・片栗粉大さじ2 ・水大さじ3

で
す
。ま

た
、
町
の
北
側
を
流
れ
る

荒
川
は
、
豊
か
な
実
り
を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
別
で
あ
り
ま
す

が
、
昔
は
そ
の
名
の
と
お
り
、

「
あ
ば
れ
川
」
で
も
あ
り
、
伝

説
に
も
残
る
よ
う
な
洪
水
で

人
々
を
苦
し
め
て
来
ま
し
た

が
、
今
は
河
川
工
事
が
進
み
被

害
は
無
く
な
り
ま
し
た
。

町
の
自
慢
は
、
金
屋
地
区
に

広
が
る
、
生
産
高
日
本
一
を
誇

る
ク
ロ
ッ
カ
ス
や
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
畑
が
あ
り
、
春
に
は
ジ
ュ
ー

タ
ン
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
に
色

と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
乱
れ
て

い
ま
す
。

作り方一

①うどは、皮を摩めにむき、 2cmf立の短冊切りにし、酢水に

入れてアつを抜く。

②力、つお/5，しでだしをとり、そのだし汁で軟らかくなるまで

煮て、謡、しょうゆを入札、昧を謂べる。

③水溶き片栗粉を②に加え、とろみをつける。

④③によくほぐした溶き卵を細く流し込み、よく混ぜ火をと

める。

※うどのmは、きんぴらにするとおいしいです。

心に残忍 蛸;
我がふるさと

f故郷は心の支えJ

益芸ハルエさん

(川辺出身・小針金之さんの叔母)

玉
川
村
、
東
京
玉
川
会
の
皆
様
お

元
気
で
お
過
ご
し
で
す
か
。

故
郷
の
こ
と
を
想
う
時
、
ま
ず
初

め
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
や
は
り
何

と
一
一
一
日
っ
て
も
子
供
の
頃
の
楽
し
い
思

い
出
に
尽
き
ま
す
。
冬
に
は
、
雪
が

降
り
積
も
っ
た
小
学
校
の
校
庭
で
雪

合
戦
中
、
男
の
子
に
、
警
の
中
に
埋

め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
当
時
、
女
の
子
の
遊
び
と

い
え
ば
、
お
手
玉
、
青
竹
で
作
っ
た
、

ひ
と
な
げ
、
今
の
よ
う
に
高
価
な
物

は
無
く
と
も
、
十
分
に
楽
し
く
遊
ん

だ
も
の
で
す
。

小
学
校
五
、
・
六
年
の
頃
、
担
任
の

佐
藤
先
生
の
お
宅
に
遊
び
に
行
き
皆

で
持
ち
寄
っ
た
お
菓
子
を
食
べ
な
が

ら
、
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ
こ
と

な
ど
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

私
は
、
昭
和
十
九
年
の
春
、

年
卒
業
と
同
時
に
集
団
就
職
で
上

京
し
た
者
の
ひ
と
り
で
す
が
、
早
い

も
の
で
、
故
郷
を
離
れ
て
五
十
六
年

に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
の
時

は
、
須
賀
川
駅
か
ら
不
安
な
気
持
ち

を
抱
え
夜
行
列
車
に
乗
っ
た
、
あ
の

日
の
事
を
つ
い
昨
日
の
事
の
よ
う
に

思
い
出
し
ま
す
。

そ
の
後
、
空
襲
の
た
め
、
会
社
が

丸
焼
け
に
な
り
、
故
郷
に
戻
っ
た
後

は
、
石
川
洋
裁
学
院
に
学
び
、
師
範

科
を
卒
業
後
、
帯
び
東
京
じ
上
京
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
、
主
人
と
二
人
、
定
年
も
な

く
仕
事
が
出
来
る
事
を
嬉
し
く
思

い
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
カ
ラ
オ
ケ
や

水
泳
を
し
て
、
老
春
を
楽
し
ん
で
い

る
毎
日
で
す
。

皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

12 
5月に出欠とりまとめ予定5，000円-会聾苔渓会館-場所6/18(日)正午-時間平成12年度総会日程




